
①経緯 
 ７年前にＳＳが廃業し、最も近いＳＳまで１３キロ離れてし

まったため、地元住民にとって不便な状態が続いていた。 
 すさみ町は、将来想定される震災対応の拠点を整備する

ため、平成２７年に「道の駅すさみ」に隣接する閉鎖中の

ＳＳを買い取り、町営のＳＳとして再建した。 
 

 
 
②取組内容 
 すさみ町は、過疎地域自立促進特別措置法に基づく過疎

地域自立促進計画において、ＳＳ存続に向けた供給体制

構築の検討について位置づけた。 
 資源エネルギー庁の補助金（約2,000万円）も活用し、町

が地下タンクを入れ換えるなどＳＳの整備を実施した。 
 地場のＳＳ事業者である堀谷石油が、指定管理者となり、

平成２９年２月１６日に運営を開始した。 
 

ＳＳ過疎地域でのＳＳ維持に係る取組事例 
【事例１】 和歌山県すさみ町  ～自治体によるＳＳ再開～ 

【再開したＳＳ】 

 【隣接する道の駅すさみ】 



①経緯 
 中央商会は、地域唯一のＳＳとして、豪雪山間部の生活

維持に不可欠な存在であるものの、厳しい経営が続き、
消防法規制対応の負担等のため、存続の危機に直面し
ていた。 

 地域内住民の高齢化が進み小口の灯油配達の注文が
多く、配送にムラがあり負担も大きかった。 

 
②取組内容 
 中央商会、全石連、資源エネルギー庁は仙北市と対応を

協議し、仙北市が対策のためのコンソーシアムを立ち上
げた。 

 中央商会は、資源エネルギー庁の予算を活用し、ＳＳの
地下タンクの漏洩防止等を実施し、地域エネルギー拠点
としての強化を図った。 

 また、地域住民21世帯に灯油のホームタ ン ク（200ℓ） を
配置し、各家庭の備蓄量を増やすことによって、大雪に 

  よる孤立事態への備えを強化するとともに、一回当たり 
  の配送量を増やし、配送効率の向上を実現した。 
 さらに、住民の協力も得ながら、配送する曜日を集約させ

るなどの実証を実施した。 
 
③成果・今後の予定 
 灯油配送の効率化により余力が生じたマンパワーを活用

し、除雪事業等による油外収益の獲得を図る。 

ＳＳ過疎地域でのＳＳ維持に係る取組事例 
【事例３】 秋田県仙北市  ～実証事業を活用した厳寒地におけるＳＳ経営の多角化～ 

【中央商会のＳＳ】 

【ホームタンクへの給油の様子】 
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